
 

（第２号様式）   
令和４年５月２日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜氷取沢高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 15 日実施） 

総合評価 

（ 3 月 22 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎的な知識・技
能 の 定 着 と 思 考
力・判断力・表現
力の育成を目標と
した授業実践を行
う。 

②生徒の国際的視野
を一層広げ、グロ
ーバル人材を育成
するため体験活動
を活用した実践的
な国際教育を充実
させる。 

③生徒主体の学校行
事や生徒会活動を
通して、豊かで幅
広 い 人 間 力 を 養
う。 

①学習の基盤となる資
質・能力の育成に資
するため ICT 機器を活
用した授業実践とす
る。学習支援アプリ
等を有効活用しわか
る授業を実践する。 

②外国語教育の充実や
姉妹校交流等、積極
的に国際社会へ参画
する力を育成する。 

③-1 生徒主体の学校行
事となるよう支援す
る。 

③-2 活動の成果をホー
ム ペ ー ジ 等 で 広 報
し、保護者・地域の
理解につなげ、生徒
の自己肯定感を涵養
する。 

①-1 学習支援アプリ「ロイ
ロノートスクール」の
活用を一層推進し、授
業での活用実践、実績
をつくる。職員対象の
研修を実施しスキルア
ップに資する。 

①-2 成績処理支援システム
による生徒の出欠席管
理等を軌道に乗せる。
授業出席管理での事故
防止を図る。 

②-1 インターネット会議シ
ステムを利用したオン
ライン交流を行うと共
に、多くの生徒が国際
交流にかかわる機会を
作る 

②-2２年生のスピーチコン
テストにプレゼンテー
ションの要素を取り入
れる。 

③-1 行事の実施において、
生徒が主体的に運営に
携わり計画・実施・振
り返りまでのサイクル
を回すことができるよ
う、委員会生徒を指導
する。 

③-2 学校行事の様子等をホ
ームページ等を利用し
て紹介する。 

①-1「ロイロノートス
クール」のメリット
を活かしたよりイン
タラクティヴな授業
実践が行われたか。 

①-2 集約された出欠席
データで生徒状況をリ
アルタイムに把握し、
生徒の改善指導に反映
させることができた
か。 
①-2 成績処理等での生
徒の出席管理でのミス
を軽減することができ
たか。 
②-1 オンライン交流が
令和２年度より充実
し た も の に な っ た
か。 

②-1 新たな国際交流の
機会を作ったか。 

②-2 スピーチコンテス
トの内容に満足した
生徒が多くいたか。 

③-1 生徒が主体的に行
事運営を行うことがで
きるよう指導を行うこ
とができたか。 
③-2 本校の行事に関心
を持つ中学生を増や
すことができたか。
生徒の活動の様子を
適宜保護者・地域に
発信し理解を得るこ
とができたか。 

①-1 オンライン授業におい
てロイロノートを活用し
たインタラクティヴな授
業を実施した。 
①-2 生徒の出欠状況の把握 
で即時的なデータ確認がで 
きた。点検作業でも活用 
し、集計ミスの減少となっ 
た。 
②-1 オーストラリアの高校 
との交流は昨年数よりも増 
え内容も充実した。韓国の 
姉妹校交流は昨年度と同程 
度の回数、内容であった。 
②-1 文部科学省が行う「＃ 
せかい部」の活動に参加し 
た。 
②-2 スピーチコンテストは 
12 月に開催予定 
③-1 生徒が主体的に行事運 
営に関わるよう指導した。 
③-2 ホームページ等の媒体 
を活用して、行事等の様子 
を広報し、本校理解につな 
げた。 
 

①-1 インターネットの 
環境改善を引き続き進 
める。 
②-1 より充実したオン
イン交流となるよう内
容等の工夫を進めてい
く。 
②-1 交流活動が生徒主 
体で展開できるよう 
工夫と改善を加える。 
③-2 より臨場感をもっ 
て伝わるよう工夫や改 
善について引き続き検 
討する。 
 

①-1 オンライン授業 
や ICT を活用した授
業の取り組みは、授
業スタイルとして十
分根付いている。学
習に対する生徒の意
識を高めることに有
用である。 
①-1 学校教育の成 
果が「研究報告書」
によくまとめられて
いる。 
②-1 姉妹校交流を 
オンライン交流とな
ったが、一定の成果
がうかがえる。現地
交流の難しさがある
が、引き続いて一層
の工夫を進めてもら
いたい。 
③-1 コロナ禍での体 
育祭での育祭、文化 
祭、球技大会、合唱 
祭と大きな行事を実 
施できたことは、生 
徒の主体性や創意工 
夫の力を育む成果が 
見られる。 

①-1 電子黒板、学
習支援アプリ 

「ロイロノート」 
を活用した授業を 
進めることができ 
た。 
①-1「研究報告書 
」は内容の充実を
図 る こ と が で き
た。     
②-1 オーストラリ 
ア、韓国とのオン
ラ イ ン で の 交 流
は、生徒同士のラ
イブの交流が実現
できた。 
③-1 体育祭、文化 
化祭、合唱祭、球
技大会とほぼ大き
な学校行事は実施
できた。コロナ禍
で感染対策が徹底
できた。 
③-2 ホームジに加 
え公式twitterを引
き続き広報媒体と
して活用した。 

①-1 電子黒板 
等、ICT 機器の活
用 を さ ら に 深
め、生徒の協働
学習や主体的に
学習に臨む姿の
育成に活かして
いく。 
①-1「グローバ 
ル教育研究推進
校」の取組と ICT
機器の活用をい
かに結び付ける
か検討する。 
②-1 姉妹校交流 
等を引き続きオ 
ンラインで実施 
する。交流がよ 
り深まるような 
テーマ設定や内 
容の工夫を図 
る。 
 

２ 
生 徒 指
導・支援 

①生徒一人ひとりに
寄り添い、生徒理
解にたった支援、
相談体制を充実さ
せる。 

②部活動の活性化を
通して連帯感や責
任 感 の 涵 養 を 図
る。 

 

①生徒理解に基づく生
徒指導、生徒支援に
より、生徒の自律心
や人権意識の向上に
つなげる。 

②活動の成果をホーム
ページ等で広報し、
保護者・地域の理解
につなげ、生徒の自
己 肯 定 感 を 涵 養 す
る。 

①-1 教育相談に関する研修
を実施し、職員の総合的
な支援スキルを高める。 

①-2 生徒の個別の課題の正
確な把握、職員間の情報
共有を踏まえた、支援策
をたてる。 

②部活動の活動の様子等を
随時ホームページで紹介
する。 

①-1 本校生徒の課題に
対応した効果的な研
修が実施できたか。 

①-2 適切な支援策の検
討と実施がなされた
か。 

②本校の部活動に関心
を持つ中学生を増や
すことができたか。
生徒の部活動の様子
を適宜保護者・地域
に発信し、理解を得
ることができたか。 
 

①-1 スクールカウンセラー
による生徒の自殺予防のた
めの教育相談研修会を実施
した。また、特別支援学校
の地域センター機能を活用
し、生徒の個別課題のアセ
スメントによる支援策の検
討をはかった。 
②感染防止を徹底し部活動
を実施した。生徒に行動に
対する自己決定と自己責任
の認識を深めさせた。 
②見学する機会が難しい状
況で、ホームページの更新
等により、活動の様子を外
部に発信できた。 

①-1 引き続き、生徒の
個別の課題に対応で
きるよう、教職員の
支援スキルを高め 
ていく。 

②部活動の意義や目的
を生徒に理解させる
よう指導を心がけ、
生徒の責任感の醸成
につなげる。 

②部活動の状況につい 
て随時ホームページ 
更新を行う。 

① -1 アンケートの 
結果から生徒の学校
生活への満足度が高
いことがわかる。 
②部活動の様、取組
の成果等を外部に発
信し、横浜氷取沢高
校の魅力を知っても
らいたい。 
②部活動加入率が上
がる指導を続けて
ほしい。 

①-1 生徒支援会議 
等、校内の支援体 
制の整理ができ 
た。ＳＣ等の専門 
機関と連携した組 
織的な対応に努め 
たい。 
②-1 ホームページ 
等の更新頻度を上 
げるための工夫が 
求められる。 
②-2 生徒にとって 
魅力ある部活動の 
在り方を考えてい 
く。 

①-1 学校、保護
者、カウンセラ
ー等専門職が、
さらに連携し一
層組織的な支援
体制とする。 
②-2 勧誘方法等 
を工夫し魅力あ 
る部活をアピー 
ルしていく。 



 

 

３ 
進 路 指
導・支援 

①社会との関わりや
自己の在り方につ
いて、主体的に考
える態度の涵養を
図り、自己実現に
つながる進路選択
となるような手立
てを講ずる。 

①-1 明確な進路意識を
もてるよう３年間の
計画的・体系的なガ
イダンス体制を充実
させる。 

①-2 生徒の適性や希望
に沿った進路実現とな
るよう進路選択を考え
る機会を充実させる。 

①-1 成績動向票や外部模試
等の結果分析から、生徒
の希望や実態を把握し、
適切にアドバイスを行
う。 
①-2 進路室･自習室の整備
をさらに進め、生徒の自
学学習と進路選択に資す
る環境を整える。 
①-2 進路選択に有効な各種
説明会を開催する。 
①-2 ICT を活用した進路情
報提供を行う。 

 
 

①-1 学年ごとの成績動
向や外部模試の結果
が、生徒の進路実現
につながったか。上
位校への挑戦する生
徒が前年度より増加
したか。 

①-2 生徒の利用率が上
がったか。 
①-2 説明会は生徒・保
護者に参考となった
か。 
①-2 適切な時期と有効
な情報を提供できた
か。 

①-1 各学年とも模試の振り 
返りを活用することで学年 
に応じた進路意識づけにな 
った。 
①-1 共通テストの受験希望 
者数 190 名を超えた。 
①-1 複数大学と連携し、大 

学の教育機能を有効活用
できた。 

①-1 卒業生や他校のデ 
ータ比較を通じて、コ 
ロナ禍による各領域の 
進捗度合いを教員や生 
徒に還元する。 
①-1 共通テストの受験 
意義の理解を踏まえ今 
後の生徒へのアドバイ 
スが重要となる。 
①-1 生徒のニーズにあ 
った大学等の特別講義
を実施していく。 

①-1 学校推薦での進 
学者が増えている。 
大学の学習内容を十 
分に理解した上で受 
験先を決定するよう 
事前の指導を慎重に 
お願いする。 
①-2 奨学金申請者数 
が増加している。 
生徒へは、様々な支 
援策について情報提 
供をお願いする。 

①-1 外部模試を実 
施し、生徒の実力 
を測ることができ 
た。コロナ禍の影 
響で大学入試体制 
に多くの変更があ 
ったが混乱なく進 
路実現につなげ 
た。 
①-2 進路室の生 
徒利用数が前年度 
より増加した。 
①-2 生徒、保護者 
向けオンライン進 
路説明会に多くの 
保護者の参加があ 
った。大きな混乱 
なく実施できた。 

①-1 ３年間を見 
通した進路指導 
となるよう各学 
年での取組を見 
直していく。外 
部模試等の機会 
やデータをもと 
に、生徒の進路 
実現をめざす。 
①-2 進路指導室 
や自習室の機能 
をさらに充実さ 
せ、情報発信の 
場としていく。 

４ 
地域等と
の 
協働 

①家庭、地域の教育
力を活用し地域と
の 交 流 活 動 を 通
し 、 生 徒 、 保 護
者、地域に信頼さ
れる開かれた学校
づくりをめざす。 

 

①-1 学校運営協議会の
機能を活用した地域
連携活動を行う。 

①-2 ホームページ等の
広報媒体を充実させ
る。 

①-1 対面での会議を開催
し、交流事業等の具体的
実現を図る。 

①-2 ホームページの更新を
行う。twitter による広報
活動を行う。 

①-1 対面での会議を開
催できたか。交流事業
を実現できたか。 
①-2 ホームページの更
新回数が、令和２年度
に比べて増加したか。 
①-2 Twitter による情
報発信が安定的に実施
されているか。 

 
 

①-1 年間３回の学校運営 
協議会(学校評価部会、地 
域連携部会)を開催した。 
地域につながる事業につい 
て意見交換ができた。 
①-2 ホームページ更新回数 
は昨年度並みである。 
①-2twitter による情報発 
信は定期的に実施した。 

①-1 コロナ禍の中で 
可能な交流活動を考え
る。 
①-2 ホームページ、 
公式 twitter の更新頻
度をあげ、あわせて地
域、中学生等に本校の
魅力が伝わるよう内容
面の工夫を進める。 

①-1 例年通りの地域 
交流は難しかった 
が、実施可能な形態 
を模索しながら次年 
度は対面での交流の 
機会を持ちたい。 
①-2 ホームペー 
ジ、twitter 等、情 
報発信媒体を積極的 
に活用し、広報に努 
めている。 

①-1 学校運営協議 
会をすべて対面で 
実施した。授業参 
観を実施し、生徒 
の普段の様子を知 
る機会とした。 
①-1 地域交流の機 
会は一部の部活動 
にとどまった。 
①-2 公式 twitter 
を広報媒体として 
本校の教育活動を 
速報的に発信する 
ことができた。 

①-1 学校運営協 
議会の機能を活 
かし生徒と地域 
との交流活動の 
実現をめざす。 
①-2 ホームペー
ジ等の更新頻度
を上げるため組
織的な体制つく
りを図りたい。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学習
環 境 の 維 持 に 努
め、点検・改善に
努める。 

②信頼・信用ある学
校経営に努め、事
故不祥事根絶に向
け、強い決意をも
って臨む。 

③教員のライフワー
クバランスを推進
するために、教員
の働き方改革を推
進する。 

 

①-1 生徒の防災意識を
高める教育機会を充
実させる。 

①-2 資源の有効活用
等、環境意識を高め
る取り組みを行う。 

②-1 事故不祥事防止会
議等を定期的に開催
し、業務の点検を行
う。 

②-2 成績処理、調査
書、推薦書の点検体
制を確立し適切な処
理を実施する。 

③長期休業期間中の学
校閉庁日の設定。夏
季休暇の消化、年次
休暇の取得推進を図
る。 

 

①-1 実践的防災訓練やＰＴ
Ａと連携した登下校指導
等、生徒の防災意識の向
上を図る。 

①-2 生徒環境整備委員等の
活動を活発化させる。 

②-1 事故防止研修会を毎月
実施する。啓発資料のチ
ェックリストを活用して
職員の意識を高める。 

②-2 学校全体で正確な点検
に努め、組織的な体制で
臨む。 

③学校閉庁日の完全実施を
めざす。夏季休暇の消
化、年次休暇の取得推進
を図る。 

 
 

①-1 実践的な防災訓練
が実施できたか。 

①-2 生徒を中心とした
古紙回収・再利用等
の活動に取り組めた
か。 

②-1 事防止に対する当
事者意識の向上とヒ
ヤリハット含めた事
故防止はゼロにでき
たか。 

②-2 教科・グループ・
学年が協働した正確
な対応ができたか。 

③学校閉庁日の完全実
施、夏季休暇の平均
取得日数が４日以上
となったか。 

 

①-1 シェイクアウトとスケ 
アード・ストレイトを実施
した。ＰＴＡと連携して自
転車空気入れと下校指導を
行った。 
①-2 生徒環境整備委員によ 
る古紙回収活動を行った。 
②-1 毎月、事故防止啓発資 
料による点検を実施した。 
②-2 担当グループが主導し 
て点検業務を組織的に実施 
した。 
③夏季休業中３日、冬季休 
業中２日を学校閉庁日とし 
た。教員の夏季休暇取得平 
均は 4.4 日であった。 
  

①-1 スケアード・スト 
レイトは３年に一度実 
施しているが、1000 人 
を超える全校生徒での 
実施に向けて工夫をす 
る。 
①-2 引き続き古紙回 
収・再利用の意識を高 
めていく。 
②-1 啓発資料による 
点検は継続して実施す 
る。 
②-2 組織的な点検体 
制を強化しミスの防止 
を徹底する。 
③ 職場環境の改善に 
向けた取組を進める。 

①-1 生徒に対する防 
災意識の啓発活動は 
一層進めることを望 
む。 
①-1 地域の中での学 
校として、地域行事 
に協力願いたい。 
 

①-1防災訓練やDIG 
研修、スケアード 
・ストレート等の 
交通安全教育につ 
いて計画通り実施 
した。避難訓練で 
は喫食訓練等、実 
践的な内容で実施 
した。 
①-2 資源活用の取 
組みは、次年度も 
引き続き取り組み 
たい。 
②-1 わいせつ事 
案根絶を重点課題 
とした職員の不祥 
事防止研修会を３ 
回実施した。 
②-2 成績処理等 
の点検業務を組織 
的な体制で実施す 
ることができた。 
③職員の休暇取得 
は、おおむね良好 
な状況であった。  

①-1 引き続き防 
災意識を高める 
実践的な防災訓 
練を実施する。 
①-2 環境問題を 
テーマに様々な 
課題について生 
徒に考えさせ活 
動につなげる。 
②-1 不祥事防止 
の根絶を職員全 
員で取組み、啓 
発資料等を活用 
し定期点検を実 
施する。外部講 
師による研修会 
を開催する。 
②-2 成績処理等 
の点検業務への 
意識を高め、よ 
り正確なものと 
する。 
③引き続き、夏 
季休暇、年次休 
暇等の取得を推 
進する。取得日 
数４日以上をめ 
ざす。 


